
　
第
38
期
竜
王
戦
七
番
勝
負

第
２
局
あ
わ
ら
対
局
が
10
月

16
日
（
木
）、
17
日
（
金
）
に

美
松
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
2
期
連
続
で

の
開
催
と
な
っ
た
今
回

は
、
藤
井 

聡
太 

竜
王
と

佐
々
木 

勇
気 

八
段
に
よ
る

注
目
の
再
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　
対
局
前
日
の
15
日（
水
）、

福
井
駅
に
到
着
し
た
両
棋
士

は
、
西
口
の
恐
竜
広
場
に

て
、
袴
姿
の
棋
士
に
扮
し
た

恐
竜
ロ
ボ
ッ
ト
の
前
で
記
念

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
あ
わ
ら
市
内
に
移
動

し
、
舟
津
温
泉
薬
師
堂
に

て
「
善
戦
祈
願
」
の
祈
祷
を

受
け
ま
し
た
。
地
元
住
民

か
ら
は
、
市
公
式
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
湯
巡
権
三
」
の

あ
わ
ら
対
局
限
定
お
守
り

が
贈
ら
れ
、
両
棋
士
は
地
域

の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▼ 藤井竜王：対局 1 日目の勝負おやつ・勝負ドリンク・勝負めし（上）
対局 2 日目　〃　（下）

▲ 勝負めしの
詳細はこちら

▲ 佐々木八段：対局 1 日目の勝負おやつ・勝負ドリンク・勝負めし（上）
対局 2 日目　〃　（下）

① 舟津温泉薬師堂で祈祷をしてもらう
両棋士　② 竜王戦あわら対局限定のお
守りを受け取る両棋士　③ 福井駅西口
広場で恐竜ポーズをとる両棋士　④ あ
わら温泉美松で銘木板に揮

き ご う
毫する藤井

竜王　⑤ 前夜祭で記念撮影に応じる両
棋士

①②

③④⑤

⑥

⑦⑧

⑬

⑭

⑨

⑮⑯

⑪

⑩

⑫

主催：読売新聞社　日本将棋連盟

第 38 期

写真：あわら対局実行委員会

第２局 あわら 対局

⑥ 福井駅西口広場のティラノ
サウルスと記念撮影する両
棋士

⑦⑧ 冨田五段、藤井女流初段によるあわら温泉街散策

⑨ 銘木板に揮
き ご う

毫する佐々木八段⑩ 駒を並べる藤井竜王

⑪ 封じ手　⑫ 終局後、大盤解説会に
登壇する両棋士　⑬ 感想戦で対局を
振り返る両棋士

⑭ 子ども記者とともに笑顔で記念撮影
する両棋士　⑮ 「芦湯」での撮影取材
に答える両棋士　⑯ アフレアで開催
されていた「AWARA アソビンピック」
に登場した棋士たち

藤ふ
じ
い井 

聡そ
う
た太 

竜
王

佐さ

さ

き
々
木 

勇ゆ
う
き気 

八
段

　
対
局
1
日
目
の
16
日
（
木
）、

大
盤
解
説
会
の
解
説
棋
士
・

冨と
み
た田 

誠せ
い
や也 

五
段
と
、
聞
き
手・

藤ふ
じ
い井 

奈な

な々 

女
流
初
段
が
浴
衣
姿

で
芦
湯
や
三
薬
師
な
ど
、
あ
わ

ら
温
泉
街
を
散
策
し
ま
し
た
。

ま
た
、
勝
負
め
し
や
お
や
つ
を

提
供
す
る
店
舗
も
訪
れ
、
地
元

の
味
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
対
局
と
同
じ
く
注
目
を
集
め

た
の
が
、
勝
負
め
し
・
お
や
つ
・

ド
リ
ン
ク
。
今
回
は
地
元
事
業
者

か
ら
計
45
品
の
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供

さ
れ
、
藤
井
竜
王
と
佐
々
木
八
段

の
熱
戦
を
福
井
の
味
覚
で
後
押

し
し
ま
し
た
。

　
2
日
目
の
17
日
（
金
）
に
は
、

清
風
荘
で
大
盤
解
説
会
が
開
か
れ
、

県
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
の

フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

終
局
後
に
は
藤
井
竜
王
と
佐
々
木

八
段
が
登
壇
し
、
会
場
の
フ
ァ
ン

に
応
援
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
佐
々
木
八
段
の
一
声

で
即
興
の
感
想
戦
が
始
ま
る

と
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
第
2
局
は
藤
井
竜
王
が

2
連
勝
を
飾
り
、
永
世
称
号
に

一
歩
前
進
し
ま
し
た
。

　
18
日
（
土
）
に
は
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
両
棋
士
が
芦
湯
を

訪
れ
、
2
日
間
の
あ
わ
ら
対
局

を
振
り
返
り
ま
し
た
。
両
棋
士

と
も
、
温
泉
や
美
味
し
い
食
事

の
お
か
げ
で
対
局
に
集
中
で
き

た
と
、
改
め
て
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

子
ど
も
記
者
か
ら
の
質
問

に
も
丁
寧
に
答
え
る
両
棋
士

の
姿
が
印
象
的
で
、
あ
わ
ら

対
局
は
温
か
な
雰
囲
気
の
中
、

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

対局１日目（立会：佐
さ と う

藤 康
やすみつ

光 九段）
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